歌舞伎における今様と能・狂言 -明和期を中心に- by 近藤 美織
歌
舞
伎
に
お
け
る
今
様
と
能
･
狂
言
-
明
和
期
を
中
心
に
-
は
じ
め
に
能
や
狂
言
を
取
り
入
れ
た
歌
舞
伎
舞
踊
に
松
羽
目
物
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
｡
歌
舞
伎
に
は
松
羽
目
物
以
前
に
も
能
･
狂
言
を
取
り
入
れ
た
舞
踊
が
様
々
に
あ
っ
た
｡
宝
暦
頃
に
な
る
と
'
資
料
の
中
に
｢
今
様
｣
や
｢
今
様
の
役
人
｣
と
い
っ
た
今
様
と
い
う
言
葉
を
含
む
表
記
が
目
に
つ
-
よ
う
に
な
る
｡
こ
の
今
様
の
中
に
も
能
や
狂
言
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
渥
美
清
太
郎
氏
は
そ
の
著
書
『
日
本
舞
踊
史
』
　
(
雄
山
間
二
九
五
八
年
七
月
)
　
の
中
で
'
曽
我
狂
言
と
顔
見
世
狂
言
に
見
ら
れ
る
今
様
の
所
作
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
｡
1
番
目
の
大
詰
は
'
対
面
に
き
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
'
そ
の
幕
開
き
に
は
t
　
か
な
ら
ず
踊
-
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
｡
只
今
の
対
面
に
は
こ
れ
が
欠
け
て
お
り
ま
す
が
'
江
戸
時
代
に
は
必
須
条
件
で
し
た
｡
大
体
'
対
面
で
は
'
源
頼
家
が
祐
経
の
館
へ
呼
ば
れ
て
-
る
｡
そ
の
饗
広
(
筆
者
注
‥
饗
応
か
)
の
た
め
に
'
今
様
の
踊
を
見
せ
る
｡
そ
の
踊
-
子
と
し
て
'
朝
比
奈
や
虎
少
将
が
手
引
き
を
し
て
､
曾
我
兄
弟
が
入
り
込
む
｡
踊
り
が
す
ん
だ
の
ち
'
対
面
に
な
る
と
い
う
の
が
型
だ
っ
た
　
(
後
略
)
(
｢
曽
我
狂
言
の
舞
踊
劇
｣
渥
美
清
太
郎
著
『
日
本
舞
踊
史
』
雄
山
間
二
九
五
八
年
七
月
)
顔
見
世
の
三
建
目
'
是
は
序
幕
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
'
午
前
六
時
頃
に
幕
が
あ
き
ま
し
た
｡
(
中
略
)
毎
年
'
各
座
と
も
'
新
作
の
狂
言
で
あ
り
な
が
ら
､
舞
台
面
は
'
或
る
神
社
の
廻
廊
'
今
で
い
え
ば
｢
車
引
｣
の
道
具
か
ら
玉
垣
を
'
取
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
面
で
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
｡
(
中
略
)
幕
が
あ
-
と
'
そ
の
廻
廓
の
前
に
'
小
さ
な
敵
役
が
突
立
っ
て
い
る
'
そ
れ
を
仕
丁
た
ち
が
と
り
巻
い
て
い
る
t
と
い
う
よ
う
な
舞
台
面
が
'
お
定
ま
-
で
ご
ざ
い
ま
し
て
'
こ
れ
か
ら
立
廻
り
が
あ
っ
て
'
一
同
引
ッ
込
み
ま
す
と
､
う
し
ろ
の
ほ
う
で
｢
今
様
は
じ
ま
り
｣
と
大
き
な
声
で
ど
な
り
ま
す
｡
今
様
と
は
'
神
前
に
奉
仕
す
る
舞
踊
と
い
う
意
味
で
あ
-
ま
す
｡
そ
こ
で
横
か
ら
山
台
が
突
き
出
さ
れ
､
そ
こ
に
長
唄
の
連
中
が
乗
っ
て
い
て
､
こ
れ
か
ら
踊
り
が
始
ま
る
　
(
後
略
)
(
渥
美
清
太
郎
｢
顔
見
世
狂
言
の
舞
踊
劇
｣
前
掲
)
近
　
　
藤
　
　
美
　
　
織
ま
た
'
古
井
戸
秀
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
｡
座
元
や
座
頭
'
立
女
形
と
い
っ
た
有
力
者
の
御
曹
司
た
ち
が
'
劇
中
劇
で
勅
使
の
饗
応
の
た
め
に
今
様
の
所
作
事
を
奉
納
す
る
場
面
が
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
は
｢
高
砂
｣
や
｢
汐
汲
｣
と
い
っ
た
能
を
歌
舞
伎
化
し
た
も
の
が
演
ぜ
ら
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
｡
本
曲
は
､
そ
の
よ
う
な
三
立
目
の
今
様
の
所
作
事
の
1
つ
と
し
て
初
演
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡
(
｢
雛
鶴
三
番
曳
｣
鑑
賞
/
古
井
戸
秀
夫
『
舞
踊
手
帖
』
駿
々
堂
出
版
二
九
九
〇
年
十
7
月
)
そ
し
て
､
｢
陸
花
椎
｣
　
(
内
題
｢
碓
狩
｣
)
　
(
『
御
摂
勧
進
帳
』
安
永
二
年
十
1
月
中
村
座
)
'
｢
若
緑
姿
相
生
｣
　
(
『
清
和
源
氏
二
代
将
』
文
化
二
年
十
一
月
中
村
座
)
'
｢
彩
色
桧
汐
汲
｣
　
(
『
蝶
花
形
恋
輩
源
氏
』
文
化
二
年
十
一
月
河
原
崎
座
)
　
を
能
に
取
材
し
た
今
様
の
所
作
事
と
し
て
､
翻
刻
を
紹
介
し
て
い
る
｡
一
方
へ
　
板
谷
徹
氏
は
｢
江
戸
の
身
ぶ
り
　
-
　
所
作
事
と
し
て
の
娘
道
成
寺
｣
　
(
『
日
本
の
近
世
十
一
伝
統
芸
能
の
展
開
』
　
中
央
公
論
社
･
一
九
九
三
年
三
月
)
　
で
｢
狂
言
の
趣
向
を
離
れ
て
､
内
容
的
に
は
'
狂
言
と
関
係
の
薄
い
所
作
事
を
狂
言
の
筋
の
な
か
に
組
み
込
む
方
法
と
し
て
､
今
様
の
所
作
事
は
き
わ
め
て
便
利
に
使
わ
れ
｣
る
と
し
て
'
長
唄
｢
百
千
鳥
娘
道
成
寺
｣
　
(
宝
暦
六
年
十
一
月
市
村
座
｢
復
花
金
王
桜
｣
)
　
を
例
に
挙
げ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
宝
暦
か
ら
安
永
に
か
け
て
の
興
行
の
う
ち
'
曽
我
狂
言
と
曽
我
狂
言
以
外
の
演
目
に
見
ら
れ
る
今
様
を
例
に
挙
げ
て
い
る
｡
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
①
　
せ
り
ふ
｢
祐
経
/
箱
王
　
今
様
熊
坂
の
段
か
け
合
せ
り
ふ
｣
　
(
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)
正
月
お
と
こ
だ
て
は
つ
が
い
そ
が
中
村
座
｢
男
伊
達
初
買
曽
我
｣
)
②
　
｢
今
様
に
三
番
里
の
段
｣
(
『
役
者
懐
相
性
』
宝
暦
四
年
一
月
刊
)
　
(
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)
ま
さ
か
ど
こ
き
ょ
う
の
に
し
き
十
一
月
森
田
座
｢
将
門
故
郷
錦
｣
)
一　一163-一一一
ゆ
き
の
か
さ
ふ
た
つ
ぼ
た
ん
こ
だ
か
ら
あ
い
　
こ
　
そ
　
が
③
　
半
太
夫
｢
雪
傘
双
牡
丹
｣
　
(
宝
暦
五
年
二
七
五
五
)
正
月
市
村
座
｢
確
愛
護
曽
我
｣
)
う
ら
ち
ど
り
わ
か
は
の
は
な
こ
だ
か
ら
④
　
掛
合
(
一
中
･
半
太
夫
)
　
｢
浦
循
若
葉
花
｣
　
(
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
　
正
月
市
村
座
｢
権
現
r
m
i
M
ョ
　
祖
愛
護
曽
我
｣
)
⑤
　
｢
曽
我
兄
弟
'
今
様
仕
と
ら
'
少
将
の
や
つ
し
｣
　
(
『
役
者
伊
勢
参
』
　
宝
暦
五
年
三
月
刊
)
　
(
宝
そ
の
す
が
た
あ
り
あ
け
そ
が
暦
五
年
(
1
七
五
五
)
正
月
森
田
座
｢
其
血
規
矩
明
曽
我
｣
)
⑥
　
｢
若
衆
丹
前
の
所
作
｣
(
『
役
者
段
階
子
』
宝
暦
十
年
1
月
刊
)
　
(
宝
暦
九
年
(
1
七
五
九
)
し
ょ
う
が
い
ち
か
お
み
せ
ま
つ
り
十
1
月
中
村
座
｢
墓
市
顔
見
世
祭
｣
　
(
筆
者
注
‥
董
市
顔
鏡
祭
か
)
)
⑦
　
｢
今
様
道
成
寺
｣
　
(
『
役
者
花
鼎
』
明
和
六
年
三
月
刊
)
　
(
明
和
六
年
(
1
七
六
九
)
　
二
月
市
村
え
ど
の
は
な
は
な
や
ぎ
そ
が
座
｢
江
戸
花
陽
向
曽
我
｣
)
同　同　同
米　あ　あ
蔵　どめ
内平
吾
妻
君
蔵
吾
妻
仙
之
丞
尾
上
か
ね
松
⑭⑬⑫⑪⑲⑨⑧
富長長長長富長
本唄　唄唄　唄本唄
つ
り
ぎ
つ
ね
は
る
の
ら
ん
ぎ
く
か
が
み
が
い
け
お
も
か
げ
そ
が
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
　
(
｢
鏡
池
　
悌
曽
我
｣
明
和
七
年
(
一
七
七
〇
)
正
月
中
村
座
)
え
は
う
そ
が
ね
ん
ね
ん
こ
よ
み
｢
夕
霧
阿
波
鳴
渡
｣
　
(
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
正
月
森
田
座
｢
回
方
曽
我
幾
年
暦
｣
)
わ
だ
さ
か
も
り
お
さ
め
の
み
つ
ぐ
み
｢
相
生
初
若
菜
｣
　
(
明
和
八
年
(
一
七
七
l
)
　
二
月
市
村
座
｢
和
田
酒
宴
納
三
組
｣
)
つ
き
の
み
や
こ
ち
か
い
の
し
お
が
ま
え
ど
か
た
ぎ
ひ
け
や
つ
な
さ
か
｢
月
都
　
誓
塩
竃
｣
　
(
安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
正
月
市
村
座
｢
江
戸
容
儀
曳
綱
坂
｣
)
1
<
-
J
小
･
{
し
x
.
M
-
.
s
-
r
-
な
さ
小
)
｢
初
霜
信
田
笠
｣
(
安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
正
月
市
村
座
｢
江
戸
容
儀
曳
綱
坂
｣
)
い
ろ
ま
き
え
そ
が
の
さ
か
づ
き
｢
初
恋
姫
小
松
｣
　
(
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
正
月
森
田
座
｢
色
蒔
絵
曽
我
羽
腸
｣
)
う
め
や
な
ぎ
ふ
た
り
あ
き
ん
ど
い
ろ
ま
き
え
そ
が
の
さ
か
づ
き
｢
梅
柳
二
人
嘗
｣
　
(
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
　
正
月
森
田
座
｢
色
蒔
絵
曽
我
羽
鯖
｣
)
こ
の
う
ち
'
長
唄
が
⑧
⑲
⑪
⑫
⑬
の
五
例
'
富
本
が
⑨
⑭
の
二
例
'
半
太
夫
が
③
の
1
例
'
掛
合
セ
リ
フ
が
①
の
一
例
､
掛
合
が
④
の
一
例
'
役
者
評
判
記
に
記
述
が
見
ら
れ
る
も
の
が
②
⑤
⑥
⑦
の
四
例
で
あ
っ
た
｡
板
谷
氏
の
ご
報
告
を
補
う
か
た
ち
で
'
｢
今
様
｣
　
の
用
例
を
調
査
し
た
｡
時
期
は
板
谷
氏
が
今
様
の
場
が
多
-
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
明
和
･
安
永
期
の
う
ち
へ
　
ま
ず
明
和
期
の
顔
見
世
狂
言
と
曽
我
狂
言
か
ら
事
例
を
取
り
上
げ
て
報
告
し
た
い
｡
二
明
和
期
の
顔
見
世
狂
言
､
曽
我
狂
言
の
資
料
か
ら
今
様
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
今
様
の
典
拠
と
し
て
辻
番
付
は
(
辻
)
'
役
割
番
付
は
　
(
役
)
'
芝
居
絵
本
は
　
(
絵
)
～
長
唄
正
本
は
　
(
正
)
'
役
者
評
判
記
は
　
(
秤
)
と
表
記
し
た
｡
芝
居
絵
本
の
丁
数
は
実
丁
数
で
記
載
し
(
-
)m
あ
ず
ま
の
は
な
そ
う
ま
だ
い
り
一
㌧
明
和
元
年
十
一
月
中
村
座
｢
吾
妻
花
相
馬
内
裡
｣
　
(
役
)
大
名
題
の
語
-
に
｢
1
条
戻
り
橋
に
お
ゐ
て
今
様
興
行
候
｣
と
記
さ
れ
る
.
わ
か
ぎ
の
は
な
す
ま
の
は
つ
ゆ
き
二
､
明
和
元
年
十
1
月
市
村
座
｢
若
木
花
須
磨
初
雪
｣
　
(
役
)
今
様
の
一
つ
い
奴
あ
も
平
　
二
役
奥
野
国
五
郎
同
　
も
ち
な
い
　
市
川
鶴
治
同
　
い
も
平
　
は
ん
坂
　
(
筆
者
注
‥
紋
付
で
は
坂
東
)
う
ね
治
同
　
あ
ん
蔵
　
中
村
富
五
郎
け
い
せ
い
せ
ん
じ
や
う
が
た
け
三
㌧
明
和
元
年
十
一
月
森
田
座
｢
傾
情
千
丈
嵩
｣
　
(
役
)
大
名
題
の
語
り
に
｢
今
様
の
釣
野
狐
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
ふ
り
つ
む
は
な
に
だ
い
げ
ん
じ
四
'
明
和
二
年
十
一
月
市
村
座
｢
降
積
花
二
代
源
氏
｣
　
(
役
)
今
様
奴
ゑ
ら
い
つ
ぼ
平
　
坂
田
国
八
同
　
ち
ょ
こ
ざ
い
ご
-
蔵
　
二
役
沢
村
龍
蔵
同
　
き
よ
と
い
左
平
次
　
二
役
中
村
虎
次
同
　
ど
た
ま
わ
や
介
　
坂
東
重
蔵
こ
が
ね
の
は
な
か
い
じ
ん
あ
ら
む
し
や
五
､
明
和
三
年
十
一
月
中
村
座
｢
金
花
凱
障
荒
武
者
｣
　
(
役
)
　
(
秤
)
(
役
割
番
付
)
今
様
役
人
ち
や
ぼ
大
じ
ん
　
瀬
川
書
桧
同
　
奴
ち
ょ
こ
介
　
沢
村
鶴
蔵
今
様
奴
そ
で
介
　
姉
川
新
四
郎
(
役
者
評
判
記
)
　
『
役
者
巡
炭
』
　
(
明
和
四
年
1
月
刊
)
芳
沢
崎
之
助
｢
此
度
は
和
田
左
衛
門
が
妻
な
れ
ど
.
貞
任
が
妹
故
に
去
れ
今
様
の
け
い
せ
い
姿
と
成
.
源
家
へ
入
込
｣
-164-
み
な
ね
ぎ
め
ゆ
り
わ
か
だ
い
じ
ん
六
､
明
和
四
年
正
月
　
森
田
座
｢
皆
宿
百
合
若
大
臣
｣
　
(
役
)
今
様
の
奴
屋
田
平
　
坂
東
勘
蔵
た
い
へ
い
き
し
づ
の
ふ
り
そ
で
七
へ
明
和
四
年
十
一
月
中
村
座
｢
太
平
記
購
女
振
袖
｣
　
(
秤
)
『
役
者
党
紫
選
』
　
(
明
和
五
年
一
月
刊
)
瀬
川
菊
之
丞
｢
此
度
は
粟
生
が
妹
い
つ
き
.
今
様
の
役
人
に
て
.
と
ん
で
き
れ
い
.
彦
三
幸
四
駒
蔵
助
五
郎
四
人
を
仕
丁
に
し
て
.
な
-
平
あ
づ
ま
下
-
の
せ
り
出
し
.
供
に
つ
れ
L
は
き
つ
い
御
馳
走
｣
坂
東
彦
三
郎
｢
薪
水
丈
は
小
山
田
太
郎
に
て
.
今
様
の
仕
丁
姿
.
粟
生
が
妹
い
っ
き
に
惚
ら
れ
.
久
し
ぶ
り
に
て
路
考
と
の
色
事
は
.
あ
や
か
-
者
の
様
な
れ
共
.
外
の
三
人
へ
計
落
が
き
て
.
き
つ
い
て
れ
坊
｣
さ
な
だ
の
よ
い
ち
ば
ん
じ
や
く
の
い
え
づ
と
八
㌧
明
和
四
年
十
一
月
森
田
座
｢
真
田
与
市
　
磐
　
土
産
｣
　
(
役
)
小
名
題
に
｢
今
様
成
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ
が
も
や
う
あ
い
｢
｣
の
わ
か
ま
つ
九
㌧
明
和
六
年
正
月
　
中
村
座
｢
曽
我
祇
愛
護
若
松
｣
(
辻
)
　
(
役
)
　
(
評
)
(
辻
番
付
)
今
様
役
人
あ
げ
ま
き
の
介
六
　
雷
蔵
同
　
傾
城
あ
げ
ま
き
　
吉
松
同
　
若
い
者
門
兵
衛
　
平
蔵
同
　
若
い
者
せ
ん
兵
衛
　
三
木
蔵
(
役
割
番
付
)
今
様
役
人
奴
よ
ね
平
　
中
村
介
次
同
　
あ
わ
平
　
奥
野
国
五
郎
同
　
け
し
平
　
市
川
三
木
蔵
同
　
あ
づ
平
　
市
川
辰
蔵
今
様
役
人
あ
げ
ま
き
の
介
六
　
市
川
雷
蔵
同
　
傾
城
あ
げ
ま
き
　
瀬
川
吉
松
同
　
若
い
者
も
ん
ぺ
え
　
市
川
平
蔵
同
　
若
い
者
せ
ん
べ
え
　
市
川
三
木
蔵
(
役
者
評
判
記
)
　
『
役
者
松
太
夫
』
　
(
明
和
六
年
五
月
刊
)
市
川
雷
蔵
｢
古
人
雷
蔵
(
中
略
)
今
年
三
回
忌
に
相
当
り
ま
し
て
ご
ざ
れ
ば
追
善
と
し
て
　
此
度
五
月
五
日
よ
り
　
高
麗
蔵
引
合
に
て
　
江
戸
桜
其
傍
に
今
様
助
六
の
出
端
　
古
栢
車
の
悌
ま
の
あ
た
り
に
思
ひ
出
し
諸
見
物
一
同
に
袖
を
絞
り
ま
す
る
｣
十
､
明
和
六
年
二
月
　
市
村
座
｢
江
戸
花
陽
向
曽
我
｣
　
(
役
)
　
(
絵
)
　
(
秤
)
(
役
割
番
付
)
①
　
今
様
の
役
人
花
形
主
馬
之
介
実
は
本
名
主
馬
判
官
盛
久
　
市
村
羽
左
衛
門
(
絵
本
)
　
(
芝
居
を
元
に
し
た
絵
本
｢
新
版
　
二
人
新
兵
衛
/
二
人
お
ま
ん
　
構
曽
我
物
語
｣
)
②
　
宝
船
七
福
神
遊
び
　
今
様
役
人
　
化
粧
坂
の
少
将
(
二
丁
裏
)
③
　
工
藤
祐
経
が
館
へ
頼
朝
公
人
ら
せ
給
へ
ば
　
御
馳
走
の
た
め
今
様
道
成
寺
を
催
し
け
る
　
祐
経
脇
役
を
相
勤
め
る
　
(
三
丁
裏
)
④
　
今
様
役
人
三
位
　
実
は
千
寿
の
前
　
大
当
り
　
-
　
(
三
丁
裏
)
⑤
　
主
馬
判
官
盛
久
　
シ
テ
の
役
人
　
盛
久
頼
朝
を
狙
い
　
今
様
役
人
道
成
寺
の
シ
テ
に
な
-
蛇
体
と
な
り
頼
朝
の
御
座
を
め
が
け
飛
び
か
ゝ
る
を
祐
経
押
し
隔
て
　
か
や
う
と
悟
り
し
ゆ
へ
我
僧
役
を
務
め
L
と
て
　
頼
朝
公
の
御
烏
帽
子
を
頭
と
な
ぞ
ら
え
　
盛
久
に
□
口
か
へ
す
(
四
丁
表
)
⑥
　
今
様
役
人
　
中
将
実
は
大
磯
の
虎
(
四
丁
表
)
(
役
者
評
判
記
)
　
『
役
者
花
鼎
』
　
(
明
和
六
年
三
月
刊
)
⑦
　
吾
妻
藤
蔵
｢
此
度
今
様
道
成
寺
役
人
三
位
に
て
.
太
夫
元
相
手
に
て
所
作
事
　
出
来
ま
し
た
7
㌧
｣
⑧
　
佐
野
川
市
松
｢
二
役
大
磯
の
虎
な
れ
ど
.
今
様
の
役
人
中
将
と
成
.
上
る
-
の
場
兄
へ
よ
し
｣
⑨
　
市
村
羽
左
衛
門
｢
次
に
今
様
の
役
人
花
形
主
馬
之
介
に
て
女
形
の
出
立
　
則
文
字
上
る
り
に
て
所
作
は
申
に
及
す
よ
し
｣
十
一
㌧
　
明
和
七
年
正
月
　
中
村
座
｢
鏡
池
悌
曽
我
｣
　
(
絵
)
1
2
サ
:
芝
居
絵
本
は
演
劇
博
物
館
所
蔵
(
以
下
演
博
本
)
と
高
橋
則
子
氏
紹
介
の
小
池
正
胤
氏
所
蔵
(
以
下
小
池
本
)
　
の
二
種
が
確
認
で
き
る
｡
演
博
本
は
一
丁
表
･
裏
が
欠
け
て
い
る
が
'
そ
の
他
は
小
池
本
と
同
じ
で
あ
る
｡
三
カ
所
確
認
で
き
た
｡
①
　
団
三
郎
　
中
村
介
五
郎
　
工
藤
を
恨
み
し
故
　
宇
佐
見
三
郎
そ
の
他
家
来
に
打
榔
さ
れ
L
(
マ
マ
)
に
　
宇
佐
見
が
懐
中
し
た
る
合
様
の
切
手
札
を
拾
い
て
喜
び
　
曽
我
兄
弟
に
渡
し
　
今
様
の
役
人
に
仕
立
　
祐
経
に
対
面
さ
せ
ん
と
裏
道
を
切
ぬ
け
る
　
(
二
丁
裏
(
小
池
本
で
は
三
丁
裏
)
)
②
　
工
藤
左
衛
門
　
中
村
仲
蔵
　
頼
家
の
御
前
に
て
今
様
の
役
目
を
受
け
給
り
　
釣
狐
の
所
作
事
　
白
蔵
主
の
役
目
を
勤
め
る
　
(
五
丁
裏
(
六
丁
裏
)
)
③
　
曽
我
兄
弟
は
敵
工
藤
を
討
た
ん
と
心
を
尽
-
し
　
団
三
郎
が
手
に
入
し
今
様
の
切
手
に
て
や
す
　
-
　
と
入
込
　
祐
経
の
傍
近
-
寄
り
て
　
狐
釣
り
の
役
人
と
な
り
　
釣
民
へ
短
刀
を
仕
込
み
　
折
よ
-
ば
討
た
ん
と
窺
う
(
五
丁
裏
(
六
丁
裏
)
)
(
役
者
評
判
記
)
④
　
瀬
川
菊
之
丞
｢
妙
な
る
か
な
今
様
の
美
人
｣
　
(
『
役
者
美
開
帳
』
　
明
和
七
年
三
月
刊
)
⑤
　
中
村
助
五
郎
｢
此
度
団
三
郎
に
て
.
兄
鬼
王
の
供
し
て
出
.
工
藤
に
逢
.
曽
我
を
悪
口
せ
ら
る
ゝ
故
に
無
念
が
-
.
其
上
鏡
に
て
面
て
へ
庇
を
付
ら
れ
.
又
大
勢
に
て
打
灘
に
合
.
鬼
王
に
仮
に
勘
当
受
け
　
今
様
の
切
手
を
取
て
.
兄
弟
へ
送
ら
ん
と
す
る
迄
.
此
度
は
い
か
ふ
出
来
ま
し
た
｣
(
『
役
者
美
開
帳
』
)
⑥
　
中
村
助
五
郎
｢
大
勢
の
者
に
ぶ
た
れ
.
鬼
王
に
勘
当
受
て
今
様
の
切
手
を
取
り
　
兄
弟
へ
送
ら
ん
と
す
る
迄
　
評
よ
-
大
慶
｣
　
(
『
役
者
色
艶
起
』
　
明
和
七
年
六
月
刊
)
十
二
､
明
和
八
年
二
月
　
市
村
座
｢
和
田
酒
宴
納
三
組
｣
　
(
正
)
　
(
秤
)
(
長
唄
正
本
)
第
一
番
目
三
立
目
｢
相
生
初
若
菜
｣
　
の
冒
頭
(
さ
っ
さ
の
声
穏
や
か
に
松
の
風
　
そ
の
源
の
流
れ
も
清
-
治
ま
る
御
代
の
今
様
や
(
役
者
評
判
記
)
　
『
役
者
い
ろ
　
-
　
有
』
　
(
明
和
八
年
三
月
刊
)
-165-
小
佐
川
常
世
｢
橋
-
よ
う
の
今
様
に
.
染
五
郎
　
秀
十
郎
の
三
人
の
お
し
出
し
｣
十
三
'
明
和
八
年
正
月
　
森
田
座
｢
回
方
曽
我
幾
年
暦
｣
　
(
絵
)
　
(
秤
)
(
芝
居
絵
本
)
①
　
舞
鶴
屋
伝
三
　
宗
盛
を
い
さ
め
の
今
様
役
人
さ
い
わ
い
に
　
祐
経
を
こ
ろ
し
く
れ
よ
と
別
口
が
い
ひ
つ
け
を
き
い
て
　
鬼
王
伝
三
を
殺
し
　
祐
経
が
難
儀
を
政
わ
ん
と
切
か
け
る
　
(
六
丁
表
)
②
　
箱
根
に
て
宗
盛
公
饗
応
の
た
め
今
様
狂
言
に
夕
霧
阿
波
鳴
門
　
上
る
-
太
夫
　
富
本
家
満
登
太
夫
　
傾
城
夕
霧
　
中
村
野
塩
　
藤
屋
伊
左
衛
門
　
中
村
富
十
郎
　
大
当
(
六
丁
表
)
へ
役
者
評
判
記
)
　
『
役
者
い
ろ
　
-
　
有
』
　
(
明
和
八
年
三
月
刊
)
③
　
中
村
富
十
郎
｢
二
役
団
三
郎
に
て
今
様
の
狂
言
に
.
藤
尾
伊
左
衛
門
　
大
和
大
夫
の
浄
る
り
に
て
の
所
作
｣
④
　
中
村
野
塩
｢
此
度
宗
盛
の
息
女
.
玉
虫
姫
に
て
.
今
様
の
役
人
と
成
　
夕
霧
の
所
作
よ
し
｣
⑤
　
坂
田
半
五
郎
｢
半
五
郎
は
此
度
鬼
王
新
左
衛
門
に
て
.
(
中
略
)
大
磯
屋
の
伝
三
を
殺
し
　
今
様
の
役
人
と
成
　
花
道
に
て
死
骸
に
向
ひ
俺
び
　
(
マ
マ
)
を
し
て
人
ら
る
ゝ
所
は
.
中
の
十
町
よ
ふ
ご
ざ
-
ま
す
.
次
に
夕
霧
の
今
様
に
.
吉
田
屋
喜
左
衛
門
も
大
て
い
　
慶
子
と
両
人
工
藤
に
対
面
の
場
は
祐
成
時
宗
の
恩
人
　
大
き
-
て
よ
い
ぞ
　
-
　
｣
く
に
の
は
な
お
の
の
い
つ
も
じ
十
四
㌧
明
和
八
年
十
一
月
中
村
座
｢
倭
花
小
野
五
文
字
｣
　
(
役
)
　
(
正
)
(
役
割
番
付
)
今
様
の
採
草
焼
唐
子
孫
南
子
　
市
川
辰
蔵
同
　
唐
子
勝
北
子
　
市
川
亀
吉
同
　
藻
草
焼
の
角
力
関
取
小
釈
迦
森
　
市
川
三
木
蔵
同
　
関
取
小
仁
王
堂
　
松
本
豊
蔵は
な
ず
も
う
さ
と
の
さ
か
づ
き
(
長
唄
正
本
)
第
一
番
目
三
立
目
｢
花
角
力
里
盃
｣
表
紙
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
｡
今
様
の
藻
草
焼
唐
子
孫
南
子
　
市
川
辰
蔵
同
　
唐
子
勝
北
子
　
市
川
亀
吉
同
　
深
草
焼
の
角
力
関
取
小
釈
迦
森
　
市
川
三
木
蔵
同
　
関
取
小
仁
王
堂
　
松
本
豊
蔵
ま
た
'
詞
章
末
尾
に
｢
通
ひ
廓
の
深
編
笠
に
　
粋
も
不
粋
も
有
頂
て
ん
て
つ
と
ん
　
花
を
飾
り
し
今
日
の
今
様
｣
と
あ
る
｡
以
上
が
明
和
期
の
顔
見
世
狂
言
と
曽
我
狂
言
に
見
ら
れ
る
今
様
の
用
例
で
あ
る
｡
｢
今
様
｣
本
来
の
意
味
で
あ
る
当
世
風
･
今
風
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
十
一
の
④
の
み
で
あ
っ
た
｡
l
a
机
ま
た
'
自
拍
子
の
舞
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡
他
の
用
例
に
は
劇
中
劇
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
う
ち
'
1
-
六
･
八
は
用
例
に
挙
げ
た
記
述
以
上
の
資
料
を
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
､
七
･
九
～
十
四
(
十
一
の
④
を
除
-
)
を
見
て
い
き
た
-
"
　
O
I
V
三
七
㌧
　
明
和
四
年
十
一
月
中
村
座
｢
太
平
記
魔
女
振
袖
｣
瀬
川
菊
之
丞
の
評
に
｢
彦
三
　
幸
四
　
駒
蔵
　
助
五
郎
　
四
人
を
仕
丁
に
し
て
.
供
に
つ
れ
｣
た
と
あ
る
｡
ま
た
'
彦
≡
こ
と
坂
東
彦
三
郎
の
評
に
｢
外
の
三
人
へ
計
落
が
き
｣
た
と
あ
る
｡
こ
の
三
人
が
｢
幸
四
　
駒
蔵
　
助
五
郎
｣
の
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
菊
之
丞
と
彦
三
郎
の
他
'
幸
四
こ
と
松
本
幸
四
郎
､
駒
蔵
こ
と
市
川
高
麗
蔵
'
助
五
郎
こ
と
中
村
助
五
郎
の
そ
れ
ぞ
れ
役
名
を
役
割
番
付
で
補
い
な
が
ら
見
て
み
た
い
｡
①
瀬
川
菊
之
丞
　
粟
生
左
衛
門
妹
い
つ
き
｢
此
度
は
粟
生
が
妹
い
つ
き
.
今
様
の
役
人
に
て
.
な
り
平
あ
づ
ま
下
り
の
せ
り
出
し
.
と
ん
で
き
れ
い
.
彦
三
幸
四
駒
蔵
助
五
郎
四
人
を
仕
丁
に
し
て
.
供
に
つ
れ
L
は
き
つ
い
御
馳
走
｣
②
坂
東
彦
三
郎
　
小
山
田
太
郎
高
家
｢
薪
水
丈
は
小
山
田
太
郎
に
て
.
今
様
の
仕
丁
姿
.
粟
生
が
妹
い
っ
き
に
惚
ら
れ
.
久
し
ぶ
り
に
て
路
考
と
の
色
事
は
.
あ
や
か
り
者
の
様
な
れ
共
.
外
の
三
人
へ
計
落
が
き
て
.
き
つ
い
て
れ
坊
｣
③
松
本
幸
四
郎
　
相
模
次
郎
時
行
a
o
z
｢
此
度
は
相
模
次
郎
時
行
に
て
仕
丁
の
姿
.
斎
が
恋
を
取
持
　
義
兵
衛
を
義
貞
と
聞
.
討
も
ら
せ
L
と
-
や
ま
る
ゝ
所
よ
し
｣
④
市
川
高
麗
蔵
　
仁
田
左
中
将
義
貞
｢
此
度
は
仁
田
義
貞
　
仕
丁
の
姿
に
成
.
粟
生
が
妹
い
つ
き
が
四
人
の
内
に
思
ふ
男
有
と
云
L
を
.
う
ゐ
惚
れ
の
お
か
し
み
で
き
ま
し
た
｣
⑤
中
村
助
五
郎
　
測
部
伊
賀
守
友
房
｢
此
度
は
淵
部
伊
賀
守
　
せ
り
出
し
の
仕
丁
姿
よ
し
｣
幸
四
郎
二
日
同
麗
蔵
･
助
五
郎
の
評
に
あ
る
｢
仕
丁
｣
と
い
う
の
は
彦
三
郎
の
｢
今
様
の
仕
丁
｣
と
同
じ
で
今
様
の
役
と
し
て
の
仕
丁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
'
幸
四
郎
の
評
に
｢
義
兵
衛
を
義
貞
と
聞
｣
と
あ
る
｡
義
貞
が
今
様
の
仕
丁
の
姿
と
な
る
際
に
義
兵
衛
と
名
前
が
付
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
お
そ
ら
く
は
他
の
三
人
に
も
仕
丁
と
し
て
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
以
上
の
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
る
場
面
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡
粟
生
妹
い
つ
き
は
今
様
の
役
人
と
な
り
'
同
じ
-
今
様
の
仕
丁
と
な
っ
た
小
山
田
太
郎
(
坂
東
彦
三
郎
)
'
相
模
次
郎
(
松
本
幸
四
郎
)
'
仁
田
義
貞
(
市
川
高
麗
蔵
)
'
捌
部
伊
賀
守
(
中
村
助
五
郎
)
ら
と
共
に
せ
-
上
が
り
業
平
の
東
下
-
を
踊
る
｡
こ
の
う
ち
､
相
模
次
郎
は
い
つ
き
と
小
山
田
の
恋
- 166-
の
取
持
を
L
t
義
兵
衛
こ
と
仁
田
義
貞
は
い
つ
き
が
自
分
に
惚
れ
て
い
る
と
勘
違
い
を
し
た
｡
九
､
明
和
六
年
正
月
　
中
村
座
｢
曽
我
祇
愛
護
若
松
｣
長
唄
｢
江
戸
桜
其
悌
｣
　
(
三
番
目
)
辻
番
付
と
役
割
番
付
の
役
人
替
名
の
う
ち
'
今
様
役
人
の
雷
蔵
､
吉
松
'
平
蔵
'
三
木
蔵
は
三
番
目
所
演
の
長
唄
｢
江
戸
桜
其
悌
｣
の
配
役
と
一
致
す
る
｡
こ
の
所
作
事
は
『
役
者
松
太
夫
』
に
よ
れ
ば
､
初
代
雷
蔵
の
三
回
忌
追
善
の
所
作
事
で
'
市
川
高
麗
蔵
の
取
り
持
ち
で
五
月
五
日
か
ら
上
演
さ
れ
た
｡
雷
蔵
の
評
に
｢
江
戸
桜
其
傍
に
今
様
助
六
の
出
端
｣
を
見
せ
た
と
あ
る
｡
高
麗
蔵
の
評
に
よ
る
と
｢
三
番
め
は
座
付
ば
か
り
　
雷
蔵
が
花
道
に
て
あ
-
た
い
を
つ
-
時
　
上
下
に
は
ち
巻
し
て
棒
を
持
　
し
ろ
ざ
け
売
の
や
つ
し
受
取
ま
し
た
　
夫
れ
よ
り
雷
蔵
引
合
せ
の
口
上
｣
と
あ
る
｡
高
麗
蔵
は
｢
座
付
｣
　
の
口
上
だ
け
で
役
に
は
扮
さ
ず
'
雷
蔵
が
花
道
で
助
六
の
悪
態
を
つ
く
と
き
に
'
上
下
の
口
上
姿
で
あ
り
な
が
ら
は
ち
ま
き
'
棒
を
持
ち
白
酒
売
り
の
や
つ
し
を
見
せ
た
よ
う
で
あ
る
｡
詞
章
は
｢
助
六
由
縁
江
戸
桜
｣
　
の
並
び
傾
城
の
出
に
唄
わ
れ
る
'
｢
春
霞
立
て
る
や
い
づ
こ
三
吉
野
の
｣
と
始
ま
る
｡
そ
し
て
｢
卯
の
花
月
に
散
り
し
身
の
　
そ
の
傍
の
縁
と
て
｣
以
下
'
詞
章
の
中
に
追
善
の
言
葉
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
｡
こ
れ
は
板
谷
氏
の
い
う
｢
百
千
鳥
娘
道
成
寺
｣
と
同
様
に
'
芝
居
の
筋
と
は
関
係
の
な
い
追
善
の
所
作
事
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
今
様
と
思
わ
れ
る
｡
十
　
明
和
六
年
二
月
　
市
村
座
｢
江
戸
花
陽
向
曽
我
｣
　
(
役
)
　
(
絵
)
　
(
秤
)
役
割
番
付
･
絵
本
･
評
判
記
の
今
様
の
用
例
を
見
る
と
今
様
の
場
が
②
/
①
･
③
～
⑨
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
｡
そ
こ
で
'
前
者
を
イ
'
後
者
を
ロ
と
わ
け
て
考
察
し
た
｡
芝
居
を
元
に
し
た
絵
本
は
狂
言
絵
本
と
比
べ
信
頼
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
'
役
割
番
付
や
役
者
評
判
記
な
ど
他
の
資
料
と
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
｡
イ
　
宝
船
七
福
神
遊
び
　
②
絵
本
の
二
丁
裏
と
三
丁
表
に
見
開
き
で
七
福
神
が
措
か
れ
て
お
り
'
二
丁
裏
に
は
｢
宝
船
七
福
神
遊
び
　
今
様
役
人
　
化
粧
坂
の
少
将
｣
と
書
か
れ
て
い
る
｡
絵
本
に
は
役
名
と
紋
が
記
さ
れ
て
い
る
が
'
役
割
番
付
を
見
る
と
化
粧
坂
の
少
将
は
山
下
京
之
助
が
演
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
宝
船
七
福
神
遊
び
に
は
弁
財
天
の
他
に
､
六
人
措
か
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
役
者
名
を
役
割
番
付
で
補
い
へ
次
に
ま
と
め
た
｡
①
山
下
京
之
助
　
化
粧
坂
の
少
将
　
弁
財
天
役
者
評
判
記
『
役
者
花
鼎
』
　
の
山
下
京
之
助
評
に
は
｢
次
に
少
将
に
て
七
福
神
弁
財
天
の
役
　
大
て
い
　
-
　
｣
と
あ
る
｡
こ
の
少
将
が
化
粧
坂
の
少
将
の
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
'
宝
船
七
福
神
の
化
粧
坂
の
少
将
は
弁
財
天
の
持
ち
物
で
あ
る
琵
琶
を
持
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
｡
こ
こ
か
ら
'
山
下
京
之
助
が
演
じ
る
化
粧
坂
の
少
将
が
宝
船
七
福
神
遊
び
に
お
い
て
今
様
の
役
人
と
し
て
弁
財
天
に
扮
し
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
②
沢
村
宗
十
郎
　
工
藤
祐
経
　
寿
老
人
役
者
評
判
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡
扱
対
面
の
場
七
騎
藩
を
祝
し
七
福
神
の
出
立
　
宝
舟
の
押
出
し
花
や
か
で
ご
ざ
る
.
夫
れ
よ
り
河
津
を
討
た
る
事
を
包
ま
ず
明
し
　
寿
老
人
の
役
目
な
れ
ば
.
一
巻
に
杖
を
持
そ
へ
　
是
は
赤
沢
山
に
て
近
江
八
幡
が
小
だ
て
に
取
し
椎
の
木
の
杖
也
.
是
を
以
て
祐
成
を
討
.
則
1
巻
を
兄
弟
へ
遣
は
し
開
き
見
れ
ば
信
田
狩
場
の
絵
図
也
こ
の
｢
寿
老
人
の
役
目
｣
と
い
う
の
が
山
下
京
之
助
の
　
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
じ
意
味
な
の
だ
ろ
う
｡
宝
船
七
福
神
遊
び
で
は
寿
老
人
の
持
ち
物
で
あ
る
杖
を
持
っ
た
姿
で
措
か
れ
て
い
る
｡
こ
の
杖
が
'
曽
我
兄
弟
の
父
河
津
三
郎
祐
泰
が
討
た
れ
た
際
に
用
い
ら
れ
た
椎
の
木
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
絵
本
の
宝
船
七
福
神
遊
び
の
場
に
｢
工
藤
祐
経
曽
我
兄
弟
に
対
面
｣
と
書
か
れ
て
お
り
'
対
面
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
③
市
川
団
蔵
　
曽
我
五
郎
時
宗
　
大
黒
天
役
者
評
判
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡
扱
此
度
陽
向
曽
我
の
五
郎
　
対
面
の
出
端
.
七
福
神
大
黒
の
役
人
.
ま
こ
と
に
五
郎
の
親
玉
　
又
格
別
な
物
で
ご
ざ
る
.
是
は
桜
田
治
介
(
マ
マ
)
　
の
思
ひ
付
に
て
.
対
面
を
大
き
く
致
さ
れ
て
.
兄
へ
よ
-
珍
重
　
-
｢
大
黒
の
役
人
｣
と
い
う
の
が
｢
今
様
の
役
人
｣
　
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
｡
宝
船
七
福
神
遊
び
で
も
大
黒
天
の
持
ち
物
で
あ
る
小
槌
を
三
宝
に
の
せ
た
姿
で
措
か
れ
て
い
る
｡
④
市
村
羽
左
衛
門
　
曽
我
十
郎
祐
成
　
恵
比
寿
絵
本
で
は
恵
比
寿
神
の
持
ち
物
で
あ
る
烏
帽
子
と
釣
-
竿
を
三
宝
に
の
せ
た
姿
で
措
か
れ
て
い
る
｡
役
者
評
判
記
に
は
こ
の
場
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
が
'
宝
船
七
福
神
遊
び
に
｢
曽
我
兄
弟
　
恵
比
寿
大
黒
の
役
に
て
祐
経
に
対
面
す
る
｣
と
書
か
れ
て
お
り
'
五
郎
が
大
黒
の
役
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
こ
れ
も
恵
比
寿
神
の
役
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
'
｢
祐
経
に
対
面
｣
と
あ
り
'
こ
こ
か
ら
も
宝
船
七
福
神
遊
び
の
場
が
対
面
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
⑤
中
島
三
甫
右
衛
門
　
梶
原
源
太
景
季
　
毘
沙
門
役
者
評
判
記
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡
此
度
梶
原
源
太
に
て
.
(
中
略
)
次
に
七
福
神
の
役
目
.
毘
沙
門
｢
七
福
神
の
役
D
E
.
毘
沙
門
｣
と
書
か
れ
て
お
り
'
こ
れ
も
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
じ
意
味
だ
ろ
う
O
絵
本
に
は
毘
沙
門
天
の
持
ち
物
で
あ
る
鉾
と
兜
を
持
っ
た
姿
で
措
か
れ
て
い
る
｡
⑥
坂
東
三
八
　
朝
比
奈
三
郎
義
秀
　
布
袋
役
者
評
判
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡
二
役
得
手
物
の
朝
比
奈
に
て
.
(
中
略
)
夫
よ
-
布
袋
の
役
に
て
兄
弟
を
手
引
き
し
て
工
藤
に
会
は
せ
.
こ
の
｢
布
袋
の
役
｣
と
い
う
の
も
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
じ
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
｡
絵
本
に
は
布
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袋
和
尚
の
特
徴
で
あ
る
大
き
な
お
腹
を
出
し
た
姿
で
措
.
か
れ
て
い
る
｡
⑦
富
沢
半
三
郎
(
役
割
番
付
で
は
半
三
)
　
の
和
田
小
太
郎
義
盛
役
者
評
判
記
に
は
｢
此
度
和
田
小
太
郎
義
盛
に
て
.
福
禄
寿
の
役
｣
と
書
か
れ
て
い
る
｡
こ
れ
も
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
義
で
あ
ろ
う
｡
宝
船
七
福
神
の
場
に
は
福
禄
寿
の
特
徴
で
あ
る
顎
髭
を
つ
け
た
和
田
小
太
郎
義
盛
が
措
か
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
七
福
神
遊
び
は
､
こ
の
芝
居
に
お
け
る
役
の
ま
ま
､
七
福
神
の
役
に
扮
し
て
行
っ
た
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
れ
で
は
､
こ
の
七
福
神
の
遊
び
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
0
役
者
評
判
記
に
は
､
こ
の
七
福
神
の
遊
び
は
｢
七
騎
落
の
お
祝
い
｣
に
行
わ
れ
た
と
あ
る
｡
｢
七
騎
落
｣
と
は
治
承
四
年
(
一
一
八
〇
)
　
八
月
の
石
橋
山
の
合
戦
で
敗
れ
'
落
ち
延
び
た
頼
朝
が
海
上
で
I
l
l
)
和
田
義
盛
と
再
会
し
た
こ
と
を
い
う
｡
こ
の
七
福
神
の
遊
び
は
絵
本
や
役
者
評
判
記
に
所
作
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
記
述
が
な
い
｡
ま
た
'
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
薄
物
正
本
も
な
い
た
め
'
こ
の
場
面
が
所
作
事
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
｡
以
上
か
ら
想
像
さ
れ
る
七
福
神
遊
び
の
場
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡
宝
船
に
乗
っ
た
工
藤
祐
経
(
沢
村
宗
十
郎
)
　
が
押
出
し
で
登
場
す
る
｡
絵
本
で
は
宝
船
の
中
に
七
福
神
の
小
道
具
を
手
に
し
た
祐
経
'
化
粧
坂
の
少
将
(
山
下
京
之
介
)
､
梶
原
源
太
(
中
島
三
甫
右
衛
門
)
'
小
林
朝
比
奈
(
坂
東
三
八
)
'
和
田
義
盛
(
富
沢
半
三
郎
)
　
が
措
か
れ
､
船
の
前
に
七
福
神
の
小
道
具
を
手
に
し
た
曽
我
兄
弟
(
市
川
団
蔵
･
市
村
羽
左
衛
門
)
　
が
描
か
れ
て
い
る
｡
朝
比
奈
は
曽
我
兄
弟
の
手
引
き
を
し
'
祐
経
と
対
面
さ
せ
る
｡
祐
経
は
河
津
三
郎
祐
泰
を
討
っ
た
こ
と
を
あ
か
L
t
椎
の
木
の
杖
で
祐
成
を
打
ち
､
兄
弟
に
信
田
狩
場
の
絵
図
を
与
え
る
｡
ロ
　
今
様
道
成
寺
①
･
③
～
⑨
役
割
番
付
の
浄
瑠
璃
名
題
に
は
常
磐
津
｢
其
霞
撞
鐘
頭
｣
と
書
か
れ
て
お
り
'
そ
こ
に
記
さ
れ
た
役
者
名
か
ら
｢
今
様
道
成
寺
｣
の
道
行
部
分
に
常
磐
津
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
ま
た
､
こ
こ
に
｢
五
立
目
二
相
勤
申
候
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
｢
今
様
道
成
寺
｣
が
五
立
目
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
絵
本
に
措
か
れ
た
主
馬
判
官
盛
久
(
市
村
羽
左
衛
門
)
は
長
峯
に
聾
帯
を
締
め
て
お
り
'
娘
道
成
寺
よ
り
も
能
｢
道
成
寺
｣
の
シ
テ
を
思
わ
せ
る
｡
羽
左
衛
門
の
評
に
は
｢
乱
拍
子
の
段
見
ん
物
事
　
-
　
｣
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
｡
工
藤
祐
経
(
沢
村
宗
十
郎
)
　
の
僧
も
角
帽
子
を
被
り
'
中
啓
を
持
っ
て
能
の
脇
僧
を
思
わ
せ
る
姿
で
あ
る
｡
ま
た
'
千
手
の
前
(
吾
妻
藤
蔵
)
　
や
大
磯
の
虎
(
佐
野
川
市
松
)
は
角
帽
子
に
袖
無
し
羽
織
'
中
啓
を
手
に
持
ち
'
能
に
出
て
-
る
能
力
を
思
わ
せ
る
扮
装
で
あ
る
｡
正
本
が
残
っ
て
お
ら
ず
､
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
'
歌
舞
伎
の
｢
娘
道
成
寺
｣
よ
り
も
能
｢
道
成
寺
｣
に
近
づ
い
た
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
役
割
番
付
や
役
者
評
判
記
'
絵
本
か
ら
想
定
さ
れ
る
道
成
寺
の
場
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡
工
藤
祐
経
は
源
頼
朝
(
沢
村
権
十
郎
)
　
が
来
館
し
た
た
め
'
も
て
な
し
の
た
め
に
今
様
道
成
寺
を
上
演
す
る
｡
祐
経
は
脇
役
の
僧
を
務
め
､
も
と
平
家
の
武
将
で
頼
朝
を
狙
う
主
馬
判
官
盛
久
は
花
形
主
馬
之
介
と
な
り
､
今
様
の
役
人
と
し
て
シ
テ
を
務
め
る
｡
千
寿
の
前
(
吾
妻
藤
蔵
)
が
今
様
の
役
人
三
位
を
､
大
磯
の
虎
(
佐
野
川
市
松
)
　
が
今
様
の
役
人
中
将
を
務
め
る
｡
祐
経
に
よ
る
鐘
の
語
り
の
後
､
鐘
か
ら
蛇
体
と
な
っ
て
出
て
き
た
盛
久
は
踊
り
に
乗
じ
て
'
頼
朝
を
狙
う
が
祐
経
に
止
め
ら
れ
る
｡
祐
経
は
盛
久
が
頼
朝
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
察
し
'
僧
役
を
務
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
｡
盛
久
は
頼
朝
の
烏
帽
子
を
得
る
｡
十
1
､
明
和
七
年
正
月
中
村
座
の
｢
鏡
池
悌
曽
我
｣
長
唄
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
板
谷
氏
が
芝
居
絵
本
の
記
載
を
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
､
高
橋
則
子
氏
が
関
係
資
料
の
翻
字
､
(
5
)
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
｡
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
上
で
'
改
め
て
考
え
て
み
た
い
0
芝
居
絵
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
｢
今
様
の
切
手
札
｣
｢
今
様
の
切
手
｣
　
の
ほ
か
'
｢
今
様
の
役
人
｣
｢
今
様
の
役
目
｣
｢
白
蔵
主
の
役
目
｣
｢
狐
釣
り
の
役
人
｣
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
｡
｢
白
蔵
主
の
役
目
｣
｢
狐
釣
り
の
役
人
｣
と
い
う
の
は
｢
今
様
の
役
目
｣
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
､
用
例
①
の
｢
合
様
の
切
手
札
｣
は
高
橋
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
｢
今
様
の
切
手
札
｣
　
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
｡
役
者
評
判
記
に
も
｢
今
様
の
切
手
｣
と
い
う
記
載
が
確
認
で
き
る
｡
ま
た
'
市
川
八
百
蔵
評
の
｢
此
度
奴
軍
助
に
て
.
(
中
略
)
　
次
に
時
宗
に
て
釣
り
狐
の
役
人
と
成
て
入
込
　
祐
経
に
対
面
の
場
よ
し
｣
(
『
役
者
美
開
帳
』
)
　
や
'
｢
次
に
時
宗
に
て
釣
狐
の
役
人
と
成
て
入
込
　
対
面
の
所
よ
し
｣
　
(
『
役
者
色
艶
起
』
)
　
に
見
ら
れ
る
｢
釣
り
狐
の
役
人
｣
は
芝
居
絵
本
同
様
'
｢
今
様
の
役
人
｣
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
｡さら
に
'
市
川
高
麗
蔵
の
評
に
は
｢
此
度
曽
我
十
郎
　
釣
狐
対
面
　
せ
り
出
し
き
れ
い
　
-
　
｣
　
(
『
役
者
美
開
帳
』
)
'
｢
曽
我
の
十
郎
に
て
釣
狐
対
面
　
せ
り
出
し
き
れ
い
　
-
　
｣
　
(
『
役
者
色
艶
起
』
)
　
と
い
う
様
に
｢
釣
狐
対
面
｣
と
い
う
言
葉
が
あ
る
｡
こ
れ
と
同
様
に
役
割
番
付
の
小
名
題
に
｢
対
面
釣
狐
｣
と
書
か
れ
て
お
り
､
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
今
様
場
が
対
面
の
場
で
あ
り
'
そ
の
今
様
の
所
作
事
と
し
て
｢
釣
-
狐
の
所
作
事
｣
が
踊
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
所
作
事
が
長
唄
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
　
で
あ
る
｡
こ
こ
ま
で
の
所
か
ら
芝
居
の
筋
を
確
認
し
て
み
た
い
｡
工
藤
左
衛
門
祐
経
(
中
村
仲
蔵
)
　
は
源
頼
家
(
中
村
歌
次
)
　
の
前
で
今
様
の
役
目
を
受
け
て
釣
狐
の
所
作
事
､
自
蔵
主
の
役
目
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
｡
鬼
王
団
三
郎
(
中
村
助
五
郎
)
　
は
兄
鬼
王
新
左
衛
門
(
坂
田
藤
十
郎
)
　
の
供
を
し
て
出
か
け
る
中
'
工
藤
祐
経
に
会
う
｡
祐
経
が
曽
我
の
悪
口
を
言
う
た
め
'
団
三
郎
は
無
念
に
思
う
｡
団
三
郎
は
兄
鬼
王
新
左
衛
門
か
ら
勘
当
を
受
け
'
工
藤
館
へ
下
部
と
な
っ
て
入
り
込
む
｡
そ
こ
で
宇
佐
見
二
郎
(
市
川
伊
達
蔵
)
　
と
そ
の
家
来
に
打
榔
さ
れ
る
が
'
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宇
佐
見
が
落
と
し
た
今
様
の
切
手
を
手
に
入
れ
る
｡
曽
我
十
郎
･
五
郎
兄
弟
(
市
川
高
麗
蔵
･
市
川
八
百
蔵
)
　
は
団
三
郎
が
手
に
入
れ
た
今
様
の
切
手
に
よ
っ
て
工
藤
の
館
へ
容
易
に
入
-
込
み
､
狐
釣
り
の
民
に
短
刀
を
仕
込
み
'
祐
経
に
近
づ
く
た
め
に
狐
釣
-
の
役
人
と
な
る
｡
そ
し
て
'
所
作
事
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
と
な
-
､
朝
比
奈
(
中
村
伝
九
郎
)
　
の
引
き
合
わ
せ
で
祐
経
と
曽
我
兄
弟
は
対
面
す
る
｡
長
唄
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
が
狂
言
｢
釣
狐
｣
を
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
は
'
芝
居
絵
本
と
長
唄
正
本
'
役
者
評
判
記
の
挿
絵
に
措
か
れ
た
'
狐
の
面
を
持
っ
た
工
藤
祐
経
や
鼠
を
餌
に
し
た
民
を
持
っ
た
曽
我
十
郎
と
曽
我
五
郎
の
姿
か
ら
も
わ
か
る
｡
そ
れ
で
は
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
　
の
詞
章
か
ら
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
詞
章
の
冒
頭
に
は
狂
言
｢
釣
狐
｣
　
の
次
第
｢
我
は
化
け
た
と
思
ヘ
ビ
も
　
-
　
｣
が
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
直
接
の
引
用
は
こ
の
冒
頭
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
が
'
｢
姿
は
伯
父
の
白
蔵
主
｣
｢
民
に
鼠
を
と
ろ
　
-
　
　
-
　
｣
や
'
｢
切
る
に
切
ら
れ
ず
抜
け
ら
れ
ぬ
｣
か
ら
想
像
さ
れ
る
狐
が
民
に
か
か
っ
た
後
'
｢
我
が
住
む
森
へ
帰
ら
ん
　
-
　
｣
と
森
に
帰
っ
て
い
-
末
尾
な
ど
か
ら
､
構
成
が
狂
言
｢
釣
狐
｣
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
'
役
者
評
判
記
の
う
ち
『
役
者
美
開
帳
』
　
と
　
『
役
者
色
艶
起
』
　
の
双
方
に
市
川
高
麗
蔵
の
曽
我
十
郎
に
対
し
て
｢
釣
狐
対
面
に
せ
-
出
し
き
れ
い
　
-
　
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
こ
か
ら
曽
我
兄
:ca:
弟
が
舞
台
に
せ
-
出
し
で
登
場
し
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
'
『
劇
神
倦
筆
記
』
　
に
｢
釣
狐
ノ
工
藤
ノ
唾
へ
面
落
テ
　
鳥
ハ
八
声
ニ
ー
唄
ニ
カ
､
ル
所
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
冒
頭
の
｢
我
は
化
け
た
と
恩
へ
ど
も
〈
　
只
あ
さ
ま
し
き
こ
の
身
な
り
｣
　
の
あ
と
'
祐
経
が
か
け
て
い
た
狐
の
面
を
落
と
し
て
顔
を
見
せ
る
と
歌
舞
伎
風
の
三
下
り
に
な
-
､
｢
鳥
は
人
声
を
告
げ
渡
る
｣
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
､
｢
釣
狐
｣
に
お
け
る
狩
人
と
伯
父
自
蔵
主
に
化
け
た
狐
の
狩
る
者
と
狩
ら
れ
る
者
と
い
う
関
係
が
'
工
藤
祐
経
と
祐
経
を
敵
と
狙
う
曽
我
兄
弟
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
｢
釣
狐
春
乱
菊
｣
は
'
芝
居
の
筋
と
関
係
し
っ
つ
狂
言
を
取
-
込
ん
だ
所
作
事
だ
と
い
え
よ
う
｡
十
二
'
明
和
八
年
二
月
　
市
村
座
｢
和
田
酒
宴
納
三
組
｣
長
唄
｢
相
生
初
若
菜
｣
(
一
番
目
三
立
目
)
小
佐
川
常
世
の
評
に
｢
染
五
郎
　
秀
十
郎
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
小
佐
川
常
世
(
月
小
夜
妹
十
六
夜
)
･
市
川
染
五
郎
(
伊
豆
の
次
郎
祐
兼
)
･
初
代
松
本
秀
十
郎
(
風
間
八
郎
光
好
)
は
一
番
目
三
立
目
の
長
唄
｢
相
生
初
若
菜
｣
を
踊
っ
て
い
る
こ
と
が
正
本
の
表
紙
か
ら
わ
か
る
｡
｢
若
菜
摘
む
な
る
手
も
た
ゆ
く
｣
と
月
小
夜
妹
十
六
夜
(
小
佐
川
常
世
)
　
が
女
仕
丁
の
姿
で
正
月
行
事
の
若
菜
摘
み
を
見
せ
た
｡
ま
た
､
｢
引
-
や
昔
の
そ
の
た
め
し
　
今
に
絶
え
せ
ぬ
寿
を
　
麦
に
目
出
度
小
松
引
｣
と
風
間
八
郎
(
桧
本
秀
十
郎
)
と
伊
賀
の
次
郎
(
市
川
染
五
郎
)
　
の
仕
丁
二
人
が
や
は
り
正
月
行
事
の
小
松
引
き
を
所
作
に
し
て
見
せ
た
と
思
わ
れ
る
｡
十
三
'
明
和
八
年
正
月
　
森
田
座
｢
回
方
曽
我
幾
年
暦
｣
富
本
｢
夕
霧
阿
波
鳴
渡
｣
(
一
番
目
四
立
目
)
役
割
番
付
の
浄
瑠
璃
名
題
か
ら
今
様
が
｢
夕
霧
阿
波
鳴
渡
｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
'
工
藤
祐
経
と
鬼
王
兄
弟
の
対
面
は
祐
経
と
曽
我
兄
弟
の
対
面
を
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡
芝
居
絵
本
と
役
者
評
判
記
'
役
割
番
付
か
ら
想
像
で
き
る
場
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
曽
我
兄
弟
の
家
来
'
鬼
王
新
左
衛
門
(
坂
田
半
五
郎
)
は
舞
鶴
(
役
者
評
判
記
で
は
大
磯
)
屋
伝
三
　
(
富
沢
江
戸
蔵
)
　
が
工
藤
祐
経
の
館
で
行
わ
れ
る
今
様
の
役
人
で
あ
る
こ
と
を
知
-
殺
害
す
る
｡
こ
の
今
様
の
所
作
事
は
平
宗
盛
(
中
村
四
郎
五
郎
)
を
も
て
な
す
も
の
で
あ
っ
た
｡
宗
盛
饗
応
の
た
め
の
吉
本
｢
夕
霧
阿
波
鳴
門
｣
で
鬼
王
は
吉
田
屋
喜
左
衛
門
役
､
宗
盛
息
女
玉
虫
舵
(
中
村
野
塩
)
は
傾
城
夕
霧
の
役
､
同
じ
-
鬼
王
の
弟
団
三
郎
(
中
村
富
十
郎
)
　
は
藤
屋
伊
左
衛
門
の
役
と
な
っ
て
所
作
事
を
踊
っ
た
｡
そ
の
後
'
鬼
王
と
団
三
郎
は
祐
経
と
対
面
す
る
｡
十
四
㌧
明
和
八
年
十
一
月
中
村
座
｢
倭
花
小
野
五
文
字
｣
長
唄
｢
花
角
力
里
盃
｣
(
一
番
目
三
立
目
)
長
唄
正
本
の
表
紙
に
よ
る
と
前
述
の
四
人
の
他
に
早
良
親
王
太
子
三
花
女
公
(
中
村
七
三
郎
)
と
行
平
一
子
行
若
丸
(
市
川
純
蔵
)
　
の
二
人
の
計
六
人
が
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
い
ず
れ
も
子
役
で
あ
っ
た
｡
唐
子
姿
の
辰
蔵
･
亀
吉
は
団
扇
を
手
に
L
t
　
関
取
姿
の
三
木
蔵
と
豊
蔵
は
刀
を
手
に
し
て
い
る
｡
お
そ
ら
く
は
｢
狂
ひ
遊
べ
ば
雪
散
っ
て
　
出
づ
る
や
角
力
の
寄
せ
太
鼓
｣
以
下
角
力
の
手
が
続
-
箇
所
で
'
行
司
と
角
力
の
手
を
所
作
で
見
せ
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､
｢
い
っ
そ
初
手
か
ら
勤
ま
め
が
優
し
ぢ
や
　
嫌
な
禿
の
憂
き
勤
め
｣
以
下
で
七
三
郎
と
純
蔵
が
廓
の
や
-
と
り
を
見
せ
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
'
山
下
次
郎
三
が
採
草
の
か
わ
ら
け
師
丸
太
夫
を
演
じ
た
こ
と
が
役
割
番
付
と
役
割
評
判
記
か
ら
わ
か
る
｡
辰
蔵
･
亀
吉
･
三
木
蔵
･
豊
蔵
の
い
ず
れ
も
役
名
に
今
様
の
採
草
焼
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
次
郎
三
の
丸
太
夫
も
こ
の
今
様
の
前
後
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
お
わ
り
に
こ
こ
ま
で
明
和
期
に
お
け
る
顔
見
世
狂
言
と
曽
我
狂
言
の
今
様
の
用
例
を
見
て
き
た
｡
こ
の
う
ち
､
長
唄
が
十
二
十
二
･
十
四
の
三
例
'
富
本
が
十
三
の
一
例
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
能
を
題
材
と
し
た
も
の
が
十
の
1
例
･
狂
言
を
題
材
と
し
た
も
の
が
十
一
の
l
例
あ
り
､
今
様
の
役
者
が
全
貞
子
役
と
い
う
例
は
二
･
九
･
十
四
の
三
例
あ
っ
た
｡
そ
し
て
'
い
ず
れ
も
劇
中
劇
と
し
て
時
代
物
の
場
に
設
定
さ
れ
て
い
た
｡
ま
た
､
今
様
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
､
次
の
二
つ
の
所
作
事
は
今
様
の
所
作
事
で
あ
っ
お
と
こ
や
ま
ゆ
ん
ぜ
い
-
ら
ペ
た
可
能
性
が
高
い
｡
一
つ
目
は
､
明
和
五
年
十
一
月
市
村
座
の
｢
男
山
弓
勢
競
｣
一
番
目
五
立
目
の
か
わ
ら
ぬ
は
な
さ
か
へ
は
ち
の
き
長
唄
｢
冬
牡
丹
五
色
丹
前
｣
　
で
あ
る
｡
二
つ
目
は
'
明
和
六
年
十
一
月
中
村
座
｢
常
花
栄
鉢
樹
｣
も
み
ぢ
ば
こ
ひ
の
か
り
ぎ
ぬ
の
第
一
番
目
の
長
唄
｢
楓
乗
恋
狩
衣
｣
　
で
あ
る
｡
踊
-
手
の
一
人
'
市
川
弁
蔵
の
評
に
は
｢
大
和
田
要
之
助
.
紅
葉
ノ
賀
の
舞
人
の
姿
に
て
.
雄
次
郎
相
手
に
所
作
｣
(
『
役
者
不
老
紋
』
　
(
明
和
七
年
一
月
)
と
あ
る
｡
こ
の
｢
紅
葉
ノ
賀
の
舞
人
｣
と
い
う
の
も
今
様
の
役
人
に
近
い
役
柄
だ
と
考
え
ら
れ
る
｡
注
(
-
)
辻
番
付
･
役
割
番
付
･
狂
言
絵
本
は
『
芝
居
番
付
　
近
世
篇
(
こ
』
　
(
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
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念
演
劇
博
物
館
二
九
九
二
年
四
月
)
及
び
､
『
歌
舞
伎
絵
尽
し
年
表
』
　
(
桜
楓
社
二
九
八
八
年
二
月
)
を
'
役
者
評
判
記
は
'
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
　
第
二
期
』
　
八
巻
～
十
巻
(
役
者
評
判
記
研
究
全
編
･
岩
波
書
店
･
1
九
九
〇
年
三
月
1
1
九
九
二
年
二
月
)
を
参
照
し
た
｡
長
唄
正
本
は
青
野
雪
子
他
編
｢
正
本
に
よ
る
近
世
邦
楽
年
表
(
稿
)
　
-
　
享
保
か
ら
享
和
ま
で
　
-
　
｣
　
(
国
立
音
楽
大
学
音
楽
研
究
所
年
報
九
二
九
九
二
年
三
月
)
　
を
参
考
に
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
安
田
文
庫
を
用
い
た
｡
ま
た
正
本
の
詞
章
を
引
用
す
る
際
に
は
｢
新
編
江
戸
長
唄
集
｣
(
高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
九
･
東
京
堂
二
九
四
二
年
九
月
)
を
参
照
し
た
｡
さ
ら
に
各
資
料
か
ら
の
引
用
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
'
句
読
点
の
な
い
も
の
に
は
通
読
の
便
を
図
り
私
に
一
字
ア
キ
を
設
け
た
｡
判
読
不
能
だ
っ
た
文
字
は
口
､
角
書
は
　
(
/
)
　
で
表
記
し
た
｡
(
2
)
高
橋
則
子
｢
絵
本
番
付
『
鏡
池
悌
曽
我
』
　
に
つ
い
て
｣
　
(
｢
浮
世
絵
芸
術
｣
一
〇
五
号
二
九
九
二
年
七
月
)
(
3
)
　
拙
稿
｢
『
今
様
能
狂
言
』
　
-
　
歌
舞
伎
舞
踊
に
み
る
今
様
　
-
　
｣
(
｢
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
｣
Ⅲ
･
二
〇
〇
四
年
一
月
)
す
け
ど
の
み
う
ら
に
こ
ぎ
あ
う
(
4
)
　
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
｢
石
橋
合
戦
事
｣
及
び
　
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
二
｢
佐
殿
漕
会
三
浦
こ
と事
｣
に
見
ら
れ
る
｡
ま
た
､
七
騎
で
落
ち
延
び
る
話
は
謡
曲
｢
七
騎
落
｣
や
古
浄
瑠
璃
｢
石
橋
山
七
騎
落
｣
｢
石
ば
し
山
｣
な
ど
に
見
ら
れ
る
｡
(
5
)
注
(
2
)
　
に
同
じ
(
6
)
鹿
倉
秀
典
｢
『
秀
鶴
草
子
』
　
-
　
附
｢
劇
神
倦
筆
記
｣
　
-
　
｣
　
(
｢
関
東
短
期
大
学
紀
要
｣
三
五
集
･
一
九
九
〇
年
十
二
月
)
- 170-
